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概要

消防活動用資器材の活用技術に関する研究の一環と して、噴霧放水時に生じる空気の流れ等の特性

を把握し、排煙作業に活用する場合の最適条件を把握することを目的として、風洞を使用して噴霧放

水器具の種別、展開角度及びノズル圧力等がそれぞれ異なる条件における噴霧放水時に生じる風量を

測定したので、その結果を報告する。

1 はじめに

建物火災等における消防活動時に使用する噴霧注水は、

消火効果ばかりでなく煙、熱等の排出に効果があることは

経験するところである。

そこで、効果的消防活動を行うため、噴霧放水時におけ

る放水器具の種別ごとの換気能力を把握しておく必要があ

る。

噴霧放水時における換気能力等については、ノズルの種

別、口径及び圧力などの放水条件によってそれぞれ性状・

効果等が異なると考えられることから、これらの違いによ

る換気量を把握し活用目的に応じた放水条件を設定するこ

とが必要となる。

このため、各種放水ノズルの中から、排煙等の噴霧放水

時に一般的に使用されている軽量ノズル及び 21型改良ノ

ズルの2種類について測定を行った。

2 実験概要

(1)実験装置

実験装置は、図1概要因に示す縦1.8m X横1.8mの開口

部を有する風洞(全長約8m) を製作し、風速測定部分に

は、整流板、風速計を取り付けた。(写真1及び2)

ノズルは、開口部の中央に位置するように高さ1.4mと

し、固定できるものとした。
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( 2)実験方法

実験装置の給気側に噴霧ノズルを設定し、各条件におい

て噴霧放水した場合の排気側の換気風速を測定し、それぞ

れの風量を求めた。

( 3)実験条件

ア実験 1

実験 lでは、噴霧放水により生じる風量を測定し把握す

るため、噴霧放水流が実験装置の内壁にあたるように放水

器具を設定した。

21型改良ノズル、軽量ノズルともにノズル圧力 0.3MP

a (3kgf / c rrf)及び0.6MPa(6kgf/crrf)で展開角度60

度、 90度及び 120度の各条件で風洞内に放水した場合の風

速を測定した。(写真3及び4)

なお、ノズル圧力は、隊員が保持して活動することを考

慮して 0.6 MPaまでとした。

イ実験2

実験2では、室内の開口部を噴霧放水流で、覆った場合を

想定し、図2のように噴霧放水流で風洞の開口部を覆うよ

うに放水器具を設定した。

21型改良ノズル、軽量ノズルともにノズル圧力 0.6MP

aで展開角度90度及び 120度の各条件で放水した場合の

風速を測定した。(写真5)

(4 )測定機器
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噴霧流の範囲(開口部を覆う)
図 1 概要図

図2 実験2の開口部断面図 写真 2 実験装置

写真 1 実験装置 写真 3 実験 1の噴霧放水状況
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開口部断面



写真4 実験1の噴霧放水状況 写真5 実験2の噴霧放水状況

3 実験結果

実験結果は、表 1のとおりであり、各測定値は定常放水時の平均値とした。

表1 実験結果

|¥ 噴霧駄により生じる風草 放 水 量

ノスヲL.{!罰IJ ノズル圧力 加3/分7 c:v分)
(MPa) 60度 90度 120度 60度 90度 120度

21星放良ノズFレ o. 3 134 109 109 575 587 599 

(233) (86) (I 82) 

O. 6 194 159 142 761 751 756 
実 (255) (21 2) (188) 

験 軽量ノス〉レ O. 3 150 128 91 546 547 532 
1 (275) (234) (171) 

O. 6 191 180 125 725 722 698 

(263) (249) (179) 

実 21型政良ノズ〉レ O. 6 一 178 97 一 750 757 
験 (237) (128) 

2 軽量ノズル O. 6 188 120 727 710 
一 一(258) (169) 

※(  )内は、放水量に対する送風量の割合であり、放水量 1 リットルあたりに生じる風量 (~X) を示す。

(1)実験 1

ア 展開角度と風量の関係については、各ノズルとも

ノス守ル圧力が O.6M P a 、展開角度 600 において風量

が 190m3/分以上となり、また、ノズル圧力 O.3M P a 

と O.6M P aのいずれの場合も展開角度が大きくなる

につれ風量は減少している。

イ ノズル圧力と風量の関係については、各ノズルと

もノズル圧力が O.3M P aよりも O.6M P a の方が風量

が約1.3'"'"'1.5倍多くなっている。

ウ 各ノズ、ルを比較すると展開角度が 1200 の場合は、

ノズル圧力が O.3M P aと O.6M P a のいずれも 21型

改良ノズルの方が多く、また、展開角度が 900 の場合
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は、いずれも軽量ノズルの方が多くなっているが、最

も風量が多い展開角度が 60
0 の場合では、軽量ノズル

と21型改良ノズルに大きな差が見られない。

( 2 )実験 2

ア 展開角度と風量の関係については、展開角度が

120
0

より 90
0

の方が風量が約 1.6'"'"' 1. 8倍多くなって

いる。

イ ノズルと風量の関係については、軽量ノズルの方

が 21型改良ノズ、ルより風量が多くなっている。

ウ 展開角度 600 について本実験条件では、 l.8m四方

の開口部の全体を覆うことはできなかったため、測定

不能であった。
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4 容とめ

i求、離し8mX横1.8mの関口部を

さ約8m) を使用して送風幾等の語~IJÆを行ったも

のであり、その結巣をまとめると次のとおりである。

〈り実験 1から、ノズル圧力 O.6MP説、展開角捜部。

の場合が最も風量が多くなり、軽量ノズル及び 21

議ノズルとも 190m勺分以上の嵐畿が得られた。

( 2) 21嬰改良/ズ/レと軽重量ノズルの風査まについてみ

ると、題3及び表1めく}内数織から、展開角度 1200

を除き、軽量をノズ/レの方が多い額{お}が見られる。

これは、噴霧放水形状が 21型改良ノズルでは、中

部分が空I開化した円錐状の噴霧流となる伺環スプレ

ノズル誌放水流の中央部分に空調

を生じなし

えられるo

そのため、

あることによるものと

である 900 立内では軽

量ノズルの方が嵐長まが多くなっている。

( 3 )縫関角疫が{潟じ場合誌、ノズル庇力安 0.3MPa

から 0.6掠 Pa ~::増加させると、放水量生の増加とは i玄関

様iこ増加するのに対し、放水量まを一定として緩縄角

~変えた場合 i土、構築を大きくするほど鼠畿が大きく

低下することから、展開角度惑を/J、さくなるにつれ風艦

が見られる。

横 L8mの関口部で

が、実験 1~ご実験 2 から、 900 

られたが、 i震に

には、風量震が著しく

たつ

角

1以上の風量

1200 で、関口鶴を覆った

減少しているo
w のことから、関口部を覆うために展開角護を大き

くしすぎることによって馨しく換気効巣が低下すると

言える。

田の実験は、 1I司選状の施設における禍揚活

した実験装震を使用して制定を行ったため、

関口部を全部的に覆う方法以外の換気要害額については

誤.IJ するニとができなかったので、今後、さらに実験

って把擁していく必要がある。

83 




